第5回 「世界最大の民主主義国」インドの不都合な真実（後編） by 湊 一樹
第5回 「世界最大の民主主義国」インドの不都合な
真実（後編）
著者 湊 一樹
権利 Copyrights 日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア
経済研究所 / Institute of Developing
Economies, Japan External Trade Organization
(IDE-JETRO) http://www.ide.go.jp
雑誌名 IDE スクエア --  コラム 文化ののぞき穴
ページ 1-5
発行年 2018-08
出版者 日本貿易振興機構アジア経済研究所
URL http://hdl.handle.net/2344/00050468
アジア経済研究所『IDEスクエア』  
 
 
1 
第 5回 「世界最大の民主主義国」 
インドの不都合な真実（後編） 
 湊 一樹  Kazuki Minato 
2018年 8月 
 
書籍紹介  
ヴィカース・スワループ『6人の容疑者 （上）（下）』（子安亜弥訳、RHブックス・プ
ラス、2012年） 
 
荒唐無稽なストーリー 
 
『6人の容疑者』のストーリーはかなり荒唐無稽である。というのも、社会的背景
があまりにも大きく異なり、普通に生活していれば絶対に交差するはずのない登場人
物たちが、ちょっとした偶然から、殺人事件が起こるパーティー会場へと否応なく引
き寄せられていくという、いかにも小説らしい筋立てになっているからである。 
その一方で、多様でカラフルな登場人物たちが複雑に絡み合いながら、パーティー
会場へと収束していくという一連の展開がスピード感のある筆致で描かれるととも
に、実在のエピソードや本当に起きている（と思われる）様々な出来事が、ストーリ
ーのなかに自然な形でちりばめられている。このように、虚構と現実という 2つの要
素が互いを支え合いながら見事に融合しているからこそ、『6人の容疑者』という小説
は、インド社会が抱える深い闇の部分を鮮明にあぶり出す社会派サスペンスに仕上が
っているのである。 
この小説のなかで、6人の容疑者を殺人現場となるパーティー会場へ引き付ける「磁
石」のような――もっと生々しい表現をすれば、「蟻地獄」または「ブラックホール」
のような――役割を果たしているのが、ヴィヴェーク・“ヴィッキー”・ラーイという
人物である。ウッタル・プラデーシュ州政府の内務大臣を務める大物政治家の息子で
あり、ラーイ産業グループのオーナーでもあるヴィッキーは、「人間のクズの見本み
たいな男」（上巻、12ページ）という描写からもわかるように、札付きの悪党として
よく知れた存在だった。 
ところが、数々の犯罪行為に関与してきたにもかかわらず、父親の絶大な権力とカネの
力のおかげで、ヴィッキーは法の裁きを逃れ続けてきた。例えば、泥酔状態で高級外車を
乗り回した挙句、歩道に寝ていたホームレス 6人を虫けらのようにひき殺しても、さらに
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は、野生動物保護区で狩りをして、保護種に指定されているインドレイヨウを 2頭撃ち殺
しても、目撃者が証言を突然翻したり、重要な証人が謎の死を遂げたりするといった「幸
運」が重なった結果、ヴィッキーはいつも無罪放免されていたのである。 
もちろん、裁判沙汰を立て続けに起こしてきた過去を反省し、真っ当に生きていこ
うなどと考えを改めるはずもなく、それどころか、ヴィッキーの悪行はますますエス
カレートしていく。そしてついには、あるパーティーで酒の提供を断られたことに逆
上したヴィッキーが、スーツのポケットからリボルバーを抜き出し、バーテンダーの
女性を衆人環視のなかで撃ち殺すという衝撃的な事件を起こしてしまう。ところが、
有罪が決定的と思われたこの裁判でも、警察が凶器の拳銃を紛失したり、殺害の瞬間
を目撃していた証人全員が証言を撤回したりと不可解な出来事が立て続けに起こっ
た末に、例によってヴィッキーに無罪判決が下されたのである。 
ヴィッキーが何者かによって至近距離から射殺されたのは、この無罪放免を祝うた
めに彼自身が企画したパーティーの最中の出来事であった。そして、私刑
．．
執行時にパ
ーティー会場に居合わせた人たちのなかから、銃を所持していた 6人が容疑者として
浮かび上がる……。 
 
ヴィッキー・ラーイの虚実 
 
実は、ヴィッキー・ラーイという悪の権化のようなキャラクターは、フィクションの要
素をところどころに織り交ぜながら、実在する 2人の人物を掛け合わせてできている。 
そのうちの 1人が、人気ボリウッド俳優のサルマーン・カーンである。数多くの映
画作品に主演して次々とヒットを飛ばし、最近ではテレビのリアリティー番組の司会
者としても好評を博しているという輝かしい経歴を考えれば、サルマーン・カーンが
最も成功しているボリウッド俳優の 1人であることに疑問の余地はない。ところがそ
の一方で、裁判沙汰になるような事件を自ら起こしたり、無神経な言動や問題視され
かねない行動を繰り返したりと何かと世間を騒がせることも多く、ネガティブなイメ
ージが影のようにつねに付きまとっている 1。 
 
 
図 1ボリウッドで最も成功している俳優の一人、サルマーン・カーン 
Bollywood Hungama [CC BY 3.0 (https://creativecommons.org/licenses/by/3.0)], via Wikimedia Commons 
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例えば、ヴィッキーの人物設定に関連して、歩道で寝ていたホームレスを飲酒運転
中にひき殺し、さらには、保護種に指定されている野生動物を撃ち殺したというエピ
ソードを紹介したが、サルマーン・カーンは同じような事件を実際に起こしたのでは
ないかと疑われている。つまり、この 2つの事件に関して、サルマーン・カーンはヴ
ィッキーのモデルになっているのである 2。 
そして、ヴィッキーのもう 1人のモデルが、ハリヤーナー州の有力政治家の息子マ
ヌ・シャルマーである。おそらく、察しのよい読者ならもうお気づきかと思うが、パ
ーティー会場で酒の提供を断られたことに逆上して、バーテンダーの女性を衆人環視
のなかで射殺するという、にわかには信じ難い行為を実際にしたのが、このマヌ・シ
ャルマーという人物である。さらに、被害女性の名前を取って「ジェシカ・ラール殺
人事件」と呼ばれるこの事件をめぐる裁判では、殺害の瞬間を目撃していたはずの証
人が次々と証言を翻すなどした結果、マヌ・シャルマーを含む 9人の被告全員に無罪
判決が下された。この点もヴィッキーの人物設定とまったく同じである 3。 
ただし、ヴィッキー・ラーイはあくまでも架空のキャラクターであり、虚実を巧みにな
いまぜにして作り上げられている。まず、サルマーン・カーンはヴィッキーの場合とは異
なり、2 つの事件のいずれについても、有罪判決が下されたり、無罪判決に対して異議申
し立てや上訴が行われたりと紆余曲折を経ており、関連する裁判が延々と続いている。 
また、マヌ・シャルマーはヴィッキーのように、無罪判決後に何者かによって殺さ
れることはなかった。しかし、不可解な無罪判決に対する激しい反発と抗議がインド
全土に広がった結果、ジェシカ・ラール殺人事件をめぐる裁判はやり直され、マヌ・
シャルマーは終身刑の判決を受けることとなった。ちなみに、マヌ・シャルマーは、
デリーにあるティハール刑務所に現在も服役中である。 
 
強い者には弱く、弱い者には強く 
 
『6人の容疑者』には、アルン・アドヴァーニーという調査ジャーナリストが、狂
言回しとしてたびたび登場する（実は、この登場人物はさらに重要な役割を演じるの
だが……）。ヴィッキー・ラーイの悪行の数々を長年にわたって追及してきたアドヴ
ァーニーは、あるテレビ番組に出演した際に、ヴィッキーの死を喜んでいるのではな
いかと司会者から尋ねられ、次のように答えている。 
 
「いいや。だって私が戦いを挑んできたのは、ヴィッキー・ラーイ個人ではないか
らね。相手はシステムそのものなんだ。金持ちや権力者たちが、自分は法を超えた存
在だと錯覚してしまうようなシステムさ。ヴィッキー・ラーイという男は、この社会
に巣くう闇が目に見える形をとって現われたに過ぎない。」（上巻、19ページ） 
 
「自分は法を超えた存在だと錯覚してしまうようなシステム」のなかには、ヴィッ
キー・ラーイ殺害の容疑者の 1人であり、彼の父親であるジャガンナート・ラーイも
含まれている。インドで最大の人口規模を誇るウッタル・プラデーシュ州の州首相の
座を狙うジャガンナートは、殺人、誘拐、脅迫、買収から政治的動員のための扇動行
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為まで、自らの政治的野心のためなら手段を択ばない人物として描かれている。その
姿は、政治指導者というよりはギャング集団のボスのようである。実際、「世界最大の
民主主義国」インドには、「金力」（資金力）と「筋力」（暴力）にものをいわせて、あ
またの犯罪行為に関与している政治家――より正確には、政界に進出した犯罪者――
が数多く存在する 4。 
なお、ジャガンナート・ラーイが州政府の内務大臣というのは、実に秀逸な設定で
ある。なぜなら、内務大臣は警察組織を意のままに動かせる強力な役職であるため、
違法行為を「合法的」に実行することが可能だからである。具体的には、警察を使っ
て反対勢力を組織的に弾圧したり、配下の者たちの違法行為を見逃すよう警察に圧力
をかけたりといった点が挙げられる 5。 
その一方で、圧倒的多数を占める一般市民、そのなかでも特に貧困層や被差別集団
などの弱い立場の人たちは、正当な権利が認められないばかりか、基本的人権が平然
と踏みにじられることさえあり、『6人の容疑者』には、そうした過酷な現実を踏まえ
たエピソードがふんだんに盛り込まれている。例えば、まともな仕事に就けずに、携
帯電話泥棒を続けているムンナーというダリト（旧不可触民）の若者は、泥棒仲間の
ラッランを警察の拷問によって失ってしまう（ちなみに、この小説ではもう 1つの拷
問死が描かれている）。 
たとえ証拠が十分に揃ってなかったとしても、さらには、そもそも罪を犯していな
かったとしても、警察による強圧的な取り調べと執拗な拷問によって自白を強要され
てしまうため、「警察に目をつけられたら、やっていなくてもとにかく逃げる」という
場面が、インドの小説や映画にはよく登場する（例えば、『ぼくと 1 ルピーの神様』
にも同様の場面がある）。ちなみに、インドの政府機関の統計によると、2010年から
2016年までの 7年間で勾留中の死亡者数は 683人にも上っている。さらに、容疑者を
逮捕する以前の問題として、「身柄を拘束しようとしたところ、相手が抵抗して交戦
状態となったため射殺した」と称して、警察が容疑者（さらには、まったくのでっち
上げの「容疑者」）を超法規的に殺害しているとの批判も絶えない 6。 
『6人の容疑者』は、上記の引用文が示唆するように、民主主義、司法、警察など
のフォーマルな制度の裏側をリアルに描き出している。つまり、社会的公正を実現す
るために設けられているはずの諸制度が「弱い者」を護らないばかりか、「弱い者」を
支配するための道具として、「強い者」に都合よく悪用されているという、インド社会
の実態を見事に浮き彫りにしているのである。 
2014年 5月にナレーンドラ・モーディー首相率いるインド人民党（BJP）政権が成
立して以降、こうした状況は改善されるどころか、むしろ悪化の一途をたどっている。
例えば、現政権の後ろ盾を得たヒンドゥー至上主義者の集団が、「牛の自警団」を自称
して、イスラム教徒やダリトを集団でリンチする事件がインド各地で頻発しているの
は、まさにその好例である 7。「世界最大の民主主義国」と呼ばれるインドの民主主義
は、「選挙だけの民主主義」（elections-only democracy）にすぎないのではないかという
見方は、残念ながらますます現実味を帯びてきているように見える。■ 
（おわり） 
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